
税関総合職の活躍するフィールド 税関における先端技術の活用
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　私が出向し
ている出入国
在留管理庁
は、日本に入
国または出国
する全ての人
の出入国と我
が国に在留す
る外国人の公
正な在留管理
を図るととも
に、難民の認
定手続きを行

う行政機関です。平成３１年４月に、それまでの法務
省入国管理局が所掌してきた業務に加え、共生社会
実現に向けた外国人の受入れ環境整備の総合調整
を新たな任務とし、設立されました。
　日本人の場合には、基本的に海外へ旅行や出張
へ行く際の出国時及び帰国時しか入管と接すること
はないと思われます（これは税関も同じですが）。
しかし、外国人の場合、入国時の在留資格及び在留
期間の決定のほか、その後も在留期間を更新する際
や在留資格を変更する際などにも入管は関わってく

ることになります。
　私は現在、留学審査係長として在留資格の１つで
ある「留学」に関する在留の許可等に関する事務に
携わっており、外国人留学生の受入機関である日本
語教育機関における在籍管理の適正化などに取り
組んでいます。私はこれまで、関税局・税関での４年
間の業務経験を通じ、通関制度に関すること、また税
関の現場における様々な業務について学んできまし
た。業務内容の違いから、これまでの知識経験を直
接活かす場面はありませんが、税関と入管は同じ日
本の水際を担うＣＩＱ官庁であるものの、管理する対
象が「モノ」と「ヒト」とで異なっており、日々勉強中で
すが、このことによる体制の違いなどは非常に興味
深く、今後の業務に役立てたいと考えています。
　このように、関税局・税関における多岐に渡る業務
に加え、他省庁への出向によっても知見を深め、そし
て税関行政に還元していく好奇心の尽きない仕事を
しています。皆さんも一緒にやってみませんか?

組織と共に挑戦し、
進化し続ける
　現在、外務
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在日米軍に関
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を担当してい
ます。基地騒
音訴訟では、
被告として裁
判資料作成に
携わり、また、
新型コロナウ

イルスのワクチンを在日米軍が輸入する際には、ワ
クチンの有効期限のタイムリミットが迫る中、いか
に迅速に通関させるかということを、関税局や厚生
労働省、国際物流関係者と調整しました。基地に派
生する解決すべき課題は日々尽きませんが、業務を
通じて、日々勉強しています。
　私は奉職して今年で１０年目になり、また、現職
が１０番目の配置になります。つまり、毎年新しいこ
とに挑戦する環境です。人から教えを受けることも

必要ですが、「今までやったことがないことをやって
みる」ことが、人を大きく成長させるきっかけになる
と信じています。色々な仕事をして、その度に新しい
経験を積んでいくうちに、気づいたら、税関行政に
限らず、国際政治や安全保障の深淵にも携わるこ
ととなり、当初思いもよらなかった能力や知見が身
についてきました。そのプロセスに大変感謝をして
いますし、財務省税関という組織に育ててもらった
と心から思います。
　関税政策・税関行政は、経済活動のグローバル
化が進むことに伴い、常に進化しています。進化に
対応するためには、個々の職員・組織も成長し続け
る必要があります。組織と共に挑戦し、進化し続け
ることは、楽しく、やりがいを感じます。
　財務省税関の業務は多岐にわたりますので、紙面
だけでは業務の魅力全てを語り尽くせません。パン
フレットをご覧になって興味を持たれた方は、財務
省税関を訪問し、職員から話を聞いてみてください。
一緒に仕事ができる日を楽しみにしています。
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　他にも様々なAI等先端技術の活用や、世界初となる取締・検査機器の開発に向け果敢に挑戦し続けています。詳しくは、令和２年６月に、税関行政の特命事項を
担う税関調査室が中心となって、関税局・税関の中長期ビジョンとして取りまとめた「スマート税関構想2020」をご覧下さい。そして、YouTube「【鉄拳×税関】守る
引き継ぐ私たちの暮らし」で感じて下さい。20年先、30年先を見据え、AI等先端技術も活用しながら、より安全で豊かな社会を実現させようとする覚悟が
込められています。そこにはあなたも含めたみんなの笑顔があふれているはず。
　データサイエンスを学んでいたら勿論のこと、Z世代のあなたとなら、多様なAI等先端技術を取り込み、使いこなすことで、更なる笑顔をきっと守ることができる！

シン シン シン

※Ｚ世代：1996年から2010年頃の生まれで、生まれた時には
デジタル機器やインターネットが存在し、日常的にそれら
を利用してきたデジタルネイティブの世代（諸説あります）

　税関は輸入者等から、貨物の品名や重量、輸出
入者の氏名や住所等、多くの情報を得ています。
税関にはこれらの情報の蓄積があります。データ
サイエンスの観点から見れば、正にビッグデータ。
私たちはこれをAIに学習させ、より「深」くリスク分
析を行う実証実験を始めています。将棋で棋士が
思いもつかぬ最善手をAIが導き出すように、これ
まで気づけなかった密輸を摘発できるようになる
かもしれません！

　2050年には日本の人口は１億人を切り、人口
も東京などの一部の地域に集中することが予想
されています。そのような中、人口の少なくなった
地域の海岸線等において狙われる密輸を如何に
阻止できるかが問われています。その一つの解決
策として、ドローンを活用する「新」しい監視取締
りの実証実験も始めています！

　空港では顔認証を利用したEゲートの配備を進
めています。航空会社から事前に入手した旅客の
情報等から密輸等のリスクが低いと判定された
人は、税関職員との対面による審査や検査なしに
Eゲートでスムーズに税関を通過できるようになっ
たのです。そして「真」のワンストップ・ワンスオン
リーの実現に向けた更なる挑戦も始めています！

　令和元年、税関は１年間で３トンを超える覚醒剤等の密輸を摘発しました。人口が１億２千万人のこの国で、仮に一人ひとりがこれを１回分ずつの使用量で乱用
したとすれば、なんと１億人分の量に相当します。つまり、赤ちゃんからお年寄りまでほぼすべての国民が乱用できる量なのです。そして、これらの密輸を許していた
なら、乱用者は勿論のこと、家族をはじめ周りの人たちの幸せをも壊し、多くの笑顔を失うことになったでしょう。
　今、世界的に新型コロナウイルス感染症が流行し、ヒトやモノの流れは大きく様変わりしています。日本においても海外からの入国者が激減する一方、国際小口
貨物等は増加しており、それに合わせて密輸の手口も変化しています。私たち関税局・税関は、職員一人ひとりが培ってきたノウハウに加え、AI等先端技術も積極的
に駆使しながら全力で密輸を阻止していかなければなりません。そして、そのために私たちの挑戦は始まっています！

「AIシン時代」の可能性は無限大！ さぁ、AIで「シン」を究めて豊かな未来を切り拓こう！
みんなの笑顔のために！

リスク分析 監視取締り
ワンストップ・
ワンスオンリー深 新 真ビッグデータ解析で ドローン活用で 顔認証で

挑戦！ 挑戦！ 挑戦！ 
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